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４
　
調
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担
当
者
　
山石
瀬
由
美

。
西
田
昌
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

田
鶴
浜
町
は
能
登
半
島
の
頸
部
に
位
置
し
、
北
に
七
尾
湾
、
北
東
に
能
登
島

を
望
む
。
吉
田
Ｃ
遺
跡
は
そ
の
田
鶴
浜
町
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
赤
蔵
山
南
東
裾
部

に
立
地
し
て
い
る
。
遺
跡
の
南

に
は
吉
田
川
が
東
西
方
向
に
流

れ
て
お
り
、
周
囲
は
吉
田
川
に

よ
っ
て
開
析
さ
れ
た
小
さ
な
谷

状
地
形
を
み
せ
て
い
る
。

本
調
査
は
、
県
営
圃
場
整
備

事
業
に
か
か
る
も
の
で
、
遺
跡

に
影
響
を
及
ぼ
す
用
排
水
路
部

分
の
み
の
調
査
で
あ
つ
た
。
そ

2000年出土の木簡

の
た
め
、
幅
二
ｍ
の
ト
レ
ン
チ
状
の
調
査
区
を
三
カ
所
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を

北

・
南

・
西
調
査
区
と
呼
称
し
て
調
査
を
行
な
っ
た
。
調
査
面
積
は
計
五
二

〇
ポ
で
あ
る
。

北
調
査
区
は
、
ほ
ぼ
全
域
が
鞍
部
に
位
置
す
る
。
鞍
部
以
東
で
は
明
確
な
遺

構
が
確
認
で
き
ず
、
遺
跡
の
縁
辺
部
と
理
解
さ
れ
る
。
遺
物
の
出
土
は
、
一肩
部

寄
り
で
少
な
く
、
調
査
区
中
央
部
か
ら
西
側
に
か
け
て
多
く
み
ら
れ
た
。
人
世

紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
比
定
さ
れ
る
土
器
が
主
体
を
占
め
て
お
り
、
特
に
、
中

層
か
ら
下
層
に
か
け
て
、
完
形
に
近
い
須
恵
器
杯
な
ど
の
出
土
が
目
立
っ
た
。

須
恵
器
杯

・
蓋
の
中
に
は
墨
書
さ
れ
た
も
の
も
数
点
出
土
し
て
お
り
、
「厨
」

「地
」
「地
地
」
「地
□
」
「大
」
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

木
簡
は
い
ず
れ
も
こ
の
鞍
部
に
お
い
て
出
土
し
た
。
計
三
点
出
土
し
て
お
り
、

出
土
層
位
は
中
層
か
ら
下
層
直
上
に
か
け
て
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
木
製
品
の
出

土
も
多
く
、
板
材
や
杭
状
木
製
品
、
箸
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

一
方
、
南
調
査
区
は
遺
構

・
遺
物
と
も
に
希
薄
で
あ
り
、
縄
文
土
器
と
土
師

器
が
散
見
す
る
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
西
調
査
区
で
は
、
弥
生
時
代
終
末
か
ら

古
墳
時
代
初
頭
に
比
定
さ
れ
る
柱
穴
な
ど
が
確
認
で
き
た
も
の
の
、
古
代
の
も

の
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

本
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
終
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
中
心
域
を

遺
跡
南
西
部
に
求
め
ら
れ
る

一
方
、
古
代
に
お
い
て
は
、
建
物
跡
な
ど
は
未
確

認
な
が
ら
、
そ
の
中
心
域
を
北
半
部
に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(七 尾 )
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ω
は
、
二
つ
に
折
れ
た
状
況
で
出
土
し
た
。
左
上
端
部
の
み
破
損
し
て
い
る

も
の
の
、
上
端
部
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
付
札
で
あ
る
。
そ
の
形
状
や
近

世
の
駿
河

・
遠
江
国
に
お
け
る
村
明
細
帳
に

「四
国
」
と
い
う
品
種
の
稲
が
み

ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
木
簡
は
稲
の
品
種
を
記
し
た
付
札
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。

②
は
、
左
側
面
が
二
次
的
に
削
ら
れ
、
「呂
」
字
の
下
で
欠
損
し
て
い
る
た

め
、
全
容
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
「戸
主
十
人
名
」
と
読
み
と
れ
る
こ
と

か
ら
、
籍
帳
に
関
連
し
た
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

０
は
、
左
側
面
が
キ
リ
オ
リ
さ
れ
て
お
り
、
上
下
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
。

②
と
同
様
、
籍
帳
に
関
連
し
た
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に

ご
教
示
を
賜
っ
た
。

９
　
関
係
文
献

⑫
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
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川
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埋
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文
化
財
情
報
』
五
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